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総鞘膜より発生した陰?内 平滑筋腫の1例
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A CASE OF INTRASCROTAL LEIOMYOMA ORIGINATING 

          FROM TUNICA VAGINALIS
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 Koji MURANAKA, Yasuo SHIMIZU, Yukimichi KAWADA 
        From the Department cf Urology Fukui Medical School 

(Director: Prof. Y. Kameda)

   A case of intrascrotal leiomyoma originating from tunica vaginalis is reported. The patient 
was a 63-year-old male who complained of painless tumor of the right scrotal contents. The tumor 
was surgically removed easily. The histological examination of the tumor revealed leiomyoma. 

   Seven cases of intrascrotal leiomyoma reported in Japan were reviewed.
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緒 言

陰嚢内に発生する腫瘍の中で,睾 メL,副 睾丸,精 索

と全く無関係な腫瘍は稀である.わ れわれは今回,陰

嚢内総鞘膜よ り発生 した と考えられる平滑筋腫の1例

を経験 したので報告す る.

症 例

患者:S.T.,63歳,男 性

家族歴:特 記すべ きことな し

既往歴:多 発性脳梗塞(1986年5月)

現病歴:5年 前 よ り右陰嚢 内に小指頭大の無痛性腫

瘤を認めていたが,放 置 していた.し か し,腫 瘤 が気

になるため1986年7月18日 当科外来を受診 した.な お

この間に腫瘤 の増大には気付いていない.

現症1体 格 は 中等度,胸 部 ・腹部 の理学的所見正

常・右陰嚢内に小指頭大 の可動性 のある睾丸,副 睾丸

と区別され る腫瘤を触れ るが圧痛はない.皮 膚 との癒

着も認めない.

検査所見:血 液,生 化学検査はいずれ も異常を認め

ず,AFP,CEAも 正常範 囲内であ った.

5年 間腫瘤の増大がない こと,可 動性 も良好で,周

囲との癒着 もないことよ り,陰 嚢 内良性 腫瘍 と考えた

が,悪 性の可能性 も否定で きないので,1986年7月21

日,局 麻下に腫瘤の摘出術 を行 った.

手術所見 腫瘤直 上の陰嚢皮膚を切開 し,肉 様膜を

切開す ると,総 鞘膜に一致 する部分に周囲組織 と明白

に境 された灰白色,弾 性硬,小 指頭大の腫瘤 が認め ら

れ,睾 丸 副睾丸 とは無関係に存在 していたので,こ

れを摘 出した(Fig.1).

摘 出標本の肉眼的所見:大 きさ15x10x7mm,重

さ2gで,割 面は灰 白色を呈 していた.

組織学的所見 弱拡大では,腫 蕩 は全体的に均一な

構造を示 し,不 規則な束状配列を とる長紡錘形の平滑

筋束か ら成 って い た(Fig.2-A).ま た強拡大では,

腫瘍細胞の核は細長 い桿状を呈してお り,細 胞異型,

分裂像な どの悪性像は認 め なか った(Fig.2-B).以

上の所見 より平滑筋腫 と診断 した.

術後経過=当 科外来にて経過観察中であ るが,後 術

7ヵ 月を経過 した現在,再 発 な どの 所見 は みられな
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考 察

睾丸,副 睾丸 精索 と無関係に発生する腫瘍は稀 で

ある.近 藤 ら1)は,陰 嚢内腫瘍 とは肉様膜か ら固有鞘

膜外膜までの間よ り発生した腫瘍 で あ る とLowsley

によ り定義 されてい ると述べている.本 邦においてこ

の定義に一致す る陰嚢内良性腫瘍は,現 在 までにわれ

われが文献上収集 した ところでは48例 が報告 されてお

り,自 験例は49例 目に あ た る.そ の 組織分類をみる

と,49例 の うち平滑筋腫は 自験例 を 含 めて7例(14

%)を 占め ていた.そ の他では リンパ管 ・血管腫が16

例 と,最 も多く認め られている(Table1).

自験例 も含めた7例 の平滑筋腫 について検討 してみ

と(Table2),総 鞘膜由来 が4例,肉 様膜由来 が2

例,不 明が1例 である.患 側は右側が2例,左 側が3

例,両 側に発生 した ものが2例 である.診断時の年齢分

布は30歳 か ら80歳 までである.治 療に関 しては,自 験

例では腫瘤 の大 きさが小指頭大 と小さく,触 診上も平

滑で周囲へ の浸潤性発育 も認め られ なか ったので腫瘍

の摘 出のみを行 ったが,3例 では除睾術 が行われてい

る.そ の3例 の うち,1例 については詳細不明である

が,1例 では血性の陰嚢水腫を併発 し,触 診上 も表面

に凹凸がみ られて硬いことか ら,も う1例 では腫瘍 マ

ーカーの上昇などか ら,そ れぞれ悪性が疑われたため

除睾術が行われ,組 織学的には平滑筋腫 と診断 された

ものである.一 般に,大 きな腫瘍 の場合に悪性の有無

の鑑別は困難のよ うであ り,成 書では深部軟部組織の

平 滑筋腫で直径5cm以 上の大 きさのものは,悪 性 と

Table1.陰 嚢内良性腫瘍(本 邦告例)

上皮性腫瘍

非上皮性腫瘍

平滑筋腫

脂肪腫

リンパ管 ・血管腫

線維腫

混合腫

その他

6{列(12%)

41例(84%)

7例

7例

16例

2例

9例

2例(4%)

合 計 49例

Tablc2.陰 嚢内平滑筋腫の本邦報告例

No.報 告者 年度 年令 患側 症 状 処 置 大 きさ 発生部位

1

2

5

4

5

6

清水 1958

神 田1974

42両 右陰■内腫瘤 腫瘤摘出

50 右

重 松19?546左

中山197849両

佐 藤198055左

近藤198480左

?自 験{列1986 63 右

右陰嚢痛,

腫瘤

左陰嚢痛,

腫癒

右陰嚢内無痛

性腫瘤

左陰嚢痛,

腫張

左陰嚢内無痛

性腫瘤

右陰嚢内無痛

性腫瘤

除畢術

右10mrn

左5㎜

6×5×4.5㎝

腫瘤摘出 小指頭大

腫瘤摘出

除睾術

除畢術

腫瘤摘出

45×28×55㎜

569

9×7×4cm

15×10×7㎜

29

総鞘膜

不 明

肉様膜

総鞘膜

総鞘膜

肉様膜

総鞘膜
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の鑑別が困難の ようである2).し たが って腫瘍 と睾丸

の連続性《～右無 腫瘍の大きさ,性 状な どが,単 に腫

瘍摘出を行 うか除睾術を行 うかに大 きく関与する と考

えられるが,直 径25mmの 大 きさで表面平滑な被膜

に被われた陰喪内悪性腫瘍 の報告例 もあ り3),自 験例

では行わなか ったが,腫 瘍の摘出のみを行 うさいには

術中迅速病理検査 の併用 も行 う必要が あ る と思 わ れ

る.

結 語

われわれは,総 鞘膜 より発生 した と考え られ る平滑

筋腫の1例 を経験 したので,若 干の文献的考察を加え

て報告 した.本 症例は,本 邦陰嚢内腫瘍 としては49例

目,陰?内 平滑筋腫 としては7例 目であ った.

本論文の要 旨は1986年9月7日 第333回 日本泌尿器科学会

北陸地方会にて発表 した.
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